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IBM Cloudの設計思想：ハイブリッド・マルチクラウド化に対応したクラウド・プラットフォーム
IBM Cloudでは、SoRのシステムに蓄積された膨大かつ多様な業務データを、SoEのシステムで活用したり、クラウド上にある最新の
人工知能（AI）技術を使って分析したりすることも可能です。

今後10年はレガシーとクラウドネイティブのアプリの共存が続く
IBMの調査によると、クラウドネイティブ技術の活用とレガシー・システムの併存期間は10年はかかると見込まれています。
各企業のIT部門は、ハイブリッド・マルチクラウド環境の中で、システムの安全稼働と既存レガシー・システムのクラウド化を進めて行く
必要があり、この課題にいち早く対応できるかどうかが、企業の競争力を左右することになります。
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IBM Cloud
最もオープンでセキュアなビジネス向けのパブリッククラウド

オンプレミス環境で稼働し、企業のビジネスを支えてきたSoR（Systems of Record）の業務処理システムが、クラウドへ
移行される実例が増えています。同時に、クラウドネイティブ・アプリケーションが利用されてきたSoE（Systems of 
Engagement）の情報活用システムでは、クラウドの“ベンダー・ロックイン”を回避するマルチクラウド環境が求められて
います。「IBM Cloud」は、オンプレミス上で稼働しているx86サーバー上の業務システム、またPower Systems上で稼働して
いるAIXやIBM i の基幹業務、VMware製品による仮想環境やSAPによる基幹システムを、そのままクラウドへ移行できる
「ベアメタル・サーバー」「IBM Power Systems Virtual Server」「VMware on IBM Cloud」や「SAP on IBM Cloud」を、

SoRのシステム向けに他のクラウドに先駆けて提供しています。



IBM Cloud  3つの強み

IBM Cloud  ハイライト
ベアメタル（物理サーバー）はシンプルなテクノロジーですが、お客様専有のクラウド環境になります。オンプレミスで運用している
VMware製品による仮想環境をそのままクラウドに移行できるテクノロジーと併用できます。IBM Power Systems Virtual Servers 
on IBM Cloudは、レガシー・システムをクラウドで維持するほか、最新テクノロジーへの更新のための開発、検証、ステージングの環境
として利用したり、災害対策の環境として活用できます。
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一方でSoRのシステムに向けて、コンテナ・ベースのクラウドネイティブ開発とアプリケーションの実行をオープンソース・
テクノロジー・プラットフォームで行える、KubernetesとRed Hat OpenShiftをマネージド・サービスで提供しています。
IBM Cloudはハイブリッドクラウドに最適なプラットフォームであり、基幹システムや業務システムなどのSoR系システムと、
クラウドの最新技術を利用した顧客接点系などのSoE系システムというスピード感の異なるシステムを、1つのプラット
フォーム上で運用することができます。

さらに詳しく  www.ibm.com/jp-ja/cloud

http://www.ibm.com/jp-ja/cloud


物理サーバーを最短でわずか20分から提供：時間単位、月単位、年単位、リザーブド型で利用可能
CPU、メモリー、OS、内蔵Disk、GPU、ネットワークポートなどを任意に構成することが可能です。
VMwareなどのハイパーバイザー環境を利用することもできます。 最新情報  https://cloud.ibm.com/docs/bare-metal

IBM Cloud ベアメタル・サーバーのユースケース
⃝ハードウェア更改のタイミングでOSより上位をクラウドへ移行
⃝オンプレミス上のVMware製品による仮想環境をそのまま移行 

OSやオラクル環境などをライセンスを遵守しつつクラウドへ移行
⃝品質検証、シミュレーションなど常に安定したハードウェアおよび 
ソフトウェア性能を必要とする業務環境の確保
⃝SAPなどハイ・パフォーマンスを必要とするITシステムの移行
⃝GPUなど最新のハードウェアを必要とする業務、アプリ開発
⃝オンプレミスの開発環境を安心・安全なクラウドへ移行し、 
リモート開発へ変革

IBM Cloud ベアメタル・サーバーの課金体系
時間課金のベアメタル・サーバー
⃝事前構成されているいくつかのプロファイルからサーバーを選択します。

月額課金のベアメタル・サーバー
⃝任意のプロセッサーを選択し、自由に構成を変更することが可能です。
⃝初月の価格はその月の残りの日数に応じた日割り料金になります。

リザーブド・ベアメタル・サーバー
⃝事前構成されているいくつかのプロファイルからサーバーを選択します。
⃝1年契約と3年契約のいずれかを選択します。
⃝契約期間中は容量が保証されます。
⃝予約容量に含まれるのは、CPU、RAM、ディスク・ドライブ、RAIDです。
⃝毎月の支払いを定額制にでき、時間課金、月額課金と比較してコストを
削減することが可能です。
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IBM Cloud上で基幹システムを安心・安定して稼働できる理由

IBM Cloud ベアメタル・サーバー
IBM Cloud ベアメタル・サーバーは、クラウド上で物理サーバーを提供するサービスです。複数のテナントを持つ仮想サー
バーとは異なり、純粋なベアメタル・サーバーは単一テナントであり、ハイパーバイザーなしで提供されるため、ハイパーバイ
ザーによる「ノイジー・ネイバー」の影響やパフォーマンスの劣化が解消されます。またサーバー全体への専用のアクセス
権限がお客様に提供されます。マザーボードの種類だけでも70種を超える規模の品揃えです。最低利用期間は1時間、1カ月、
1年、3年から選べます。利用者は、物理サーバーを丸ごと専有し、管理者権限も所有します。VMwareなどのハイパーバイ
ザー環境を利用することもできます。ディープラーニングやVDIの環境として広く利用されているNVIDIA GPUも利用可能
です。ベアメタル・サーバーは、事前構成された形式で使用することも、仕様に正確に合わせてカスタム構成することもでき
ます。

https://cloud.ibm.com/docs/bare-metal


| お客様事例 |   株式会社ミクシィ  XFLAGスタジオ  モバイル・ゲーム基盤
モンスターストライクの年末年始キャンペーンに合わせて、マルチクラウドで構成するアプリケーション・サーバーをIBM Cloud ベア
メタル・サーバーとDirect Linkで増強。 詳しくは  ibm.biz/mixicase

| お客様事例 |   株式会社山田製作所
PLMは使用しているデータベースのライセンス遵守のため、IBM Cloudのベアメタル・サーバーとVMwareを組み合わせてクラウド上
に構築。IBM Cloudのデータセンター間は10Gbpsの高速専用線で結ばれ、データセンター間の通信は無料のため、ファイルの転送
速度は28～80％向上、パケットロスは30％から1％に劇的に改善。しかも、同プロジェクトのシステム構築は1週間で、通信コストは
4分の1へ。 詳しくは  ibm.biz/yamadacase
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圧倒的な提供スピードとカスタマイズ性
従来の一般的なホスティング型クラウドではサービス提供開始まで数日から1カ月かかるが、  
IBMのベアメタル・サーバーは最短で20分から提供。

東京リージョンとグローバル・ネットワーク
東京リージョンは超高可用性を実現。アベイラビリティー・ゾーン（AZ）間は2msec以内の低レイテンシーおよび  
1000Gbps超の高帯域で構成され、そのプライベート・ネットワーク網の通信は無料。

パフォーマンスとセキュリティー
「ノイジー・ネイバー」問題がなく、自社セキュリティー基準や運用ルールを適用でき、通常のクラウドでは困難なログも取得可能。

APIの活用とフル・コントロール
物理サーバーなのにAPIでコントロールが可能。またクラウド環境の「管理の主導権」をお客様側で持つことも可能。

さらに詳しく  www.ibm.com/jp-ja/cloud/bare-metal-servers

http://www.ibm.com/jp-ja/cloud/bare-metal-servers


愛称 VMware on IBM Cloudとして知られ、2,000社以上の実績を誇るソリューション

VMwareワークロードの改革とモダナイゼーションから 
災害復旧、事業継続性、高可用性など幅広い適応領域
IBM Cloud for VMware Solutionsは、お客様がクラウドの大きな可能性を簡単に活用できるようにします。オンプレミスのワーク
ロードをクラウドに移行し、事業継続性と災害対策を実現できます。クラウドを活用し、老朽化したインフラストラクチャーのモダナ
イズからデータセンターの変革が行えます。クラウド内のVMwareワークロードをAIと機械学習、Kubernetesによるクラウドネイ
ティブなアプリケーションと連携させて変革し、既存のVMware投資の利益を最大化します。

IBM Cloud ベアメタル・サービスがIBM Cloud for VMware Solutionsの価値を最大化
IBM Cloud ベアメタル・サービスがあるからこそ、オンプレミスの仮想化環境を変更することなく、そのままクラウドへ移行できます。
オンプレミスで実装されている非機能要件の移行に加え、既存のVMware製品スキルの活用も可能です。
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VMware製品による仮想化環境をそのままクラウドに移行

IBM Cloud for VMware Solutions
IBM Cloud上で既存VMwareワークロードを活用することができるサービスの総称です。既存のリソースを活かしつつ、クラウド
のメリットを享受することが可能です。IBM Cloudへの高帯域幅、低遅延アクセスを実現し、190以上のサービスと連携すること
ができます。お客様が管理できるレイヤーが多く、クラウドでありながら既存のツールや専門知識をそのまま活用し、最大限の自由
度を確保することが可能です。小規模から基幹、SDDCまで対応できるライセンス、機器構成、機能の柔軟性を提供します。
IBM Cloud for VMware Solutionsなら、クラウド上にオンプレミスと完全に同じVMware SDDCを実現でき、オンプレミス
とクラウドで共通の管理、スキル、認証、セキュリティー、ガバナンスを維持することが可能です。日本を含む世界中のデータセン
ターで、今すぐに利用可能で、世界中のデータセンター間のプライベート・ネットワーク通信が無料なので、データセンターを
またいだバックアップ、ハートビート通信などが運用コストを圧迫しません。



規模や予算に合わせて選べるラインアップ―お客様専有環境から、マルチテナント（共有環境）まで

IBM Cloud for VMware Solutions Dedicated vCenter Serverをお勧めする理由
⃝高度な自動化により数日かかっていた構築を数時間に短縮、数クリックで注文が完了
⃝認定ハードウェアや検証済みのファームウェアを利用し、ベスト・プラクティスのパラメーターを事前に設定済み
⃝追加のアドオンサービスのプロビジョニングも自動化
⃝SAP HANA/NetWeaverの認定を取得したハードウェアを選択可能
⃝VMwareライセンス月額課金利用、または既存資産の有効活用

IBM Cloud for VMware Solutions Dedicated vCenter Serverのアドオン・ソリューション
⃝自社運用、またはIBM Integrated Managed Infrastructure（IMI）による運用が選択可能です
⃝IBM CloudコンソールからVMwareパートナーソリューションをワンストップで提供します
⃝幅広いバージョンや要件に対応し、VMwareシステムの安定稼働を支援します
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さらに詳しく  www.ibm.com/jp-ja/cloud/vmware

お客様がVMware製品による仮想化環境をIBM Cloudに移行しても得られる10のメリット
⃝お客様は完全な管理者権限を所有できます
⃝お客様のワークロードに合わせた最適な環境を構築することができます
⃝お客様のライセンスの有効活用をIBM Cloudはサポートします
⃝お客様ご自身により環境を管理できます
⃝複数のストレージを選択することができます
⃝他のテナントからの「ノイジー・ネイバー」問題やデータ破損の懸念が排除されます
⃝災害復旧、バックアップ、災害復旧とバックアップの3種類の回復ツールを利用できます
⃝お客様はデータ転送費用を大幅に節約することができます
⃝お客様はワークロードに最適な移行ソリューションを選択することができます
⃝IBMがもつVMwareの専門知識を利用できます

http://www.ibm.com/jp-ja/cloud/vmware


IBM Cloud for VMware Solutions Shared
VMware Cloud Directorを活用し、マルチテナント方式で、ハイパーバイザー
までの管理をIBMが行うことで利用者の管理負荷がなくなり、コストの低さが
魅力的なVMware Solutionを提供します。VMwareワークロードを素早く
シームレスにクラウドへマイグレーションまたはデプロイできます。
「オンデマンド」と「予約済み」の2つの使用モデルを提供します。オンデマンド
モデルは、実際に使用される時間単位の課金方式です。一方、予約済みモデル
では、必要なときに容量を確実に利用できるようにするために事前にコンピュー
ティング能力を予約することができます。このモデルでは月単位の請求オプ
ションを選択ご利用いただくこともできます。

1vCPU/1GBから利用可能
⃝マルチテナント環境
⃝時間課金（オンデマンド）または月額課金（予約済み）
⃝ゲストOSライセンス（Windows/Red Hat Enterprise Linux）はIBMが提供

利用者はCloud Director経由で仮想ネットワークを構成し、VMをデプロイする
⃝VMware NSXの技術を利用しているため、BYOIP、Load Balancer、 

Firewall、IPsec VPNなどの機能は追加料金なしで構成可能
⃝利用者は、物理サーバーやハイパーバイザー層への管理者権限は所有できない。 
バージョンアップやメンテナンスはIBMが実施

IBM Cloud for VMware Solutions Shared機能一覧 2020年9月1日現在
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IBM Cloud for VMware Solutionsのユースケース
⃝仮想マシン（VM）を拡張してクラウドに移行することで、複数のデータセンターを統合したり、リソースの制約に対処するため拡張して
追加キャパシティーを確保したり、老朽化したインフラストラクチャーをクラウド内の最新のイノベーションと置き換えたりすることが
できます。お客様のワークロードに合わせた最適な環境を構築することができます
⃝クラウド内に災害復旧またはバックアップのサイトを容易に立ち上げることができます。追加のオンプレミス・インフラストラクチャー
の費用や複雑性の心配もありません。IBM Cloudに組み込まれた地理的レジリエンシーおよびセキュリティー・プロファイルと、IBM 
Cloudサイト間での無料データ転送機能を活用できます。IBMがもつVMwareの専門知識を利用できます
⃝Red Hat OpenShiftでVMwareのワークロードをモダナイズしましょう。AIやブロックチェーンなどの新しいテクノロジーによって
ビジネスの成果を向上させ、既存のVMwareベースのアプリケーションをハイブリッドクラウド戦略に統合し、コンテナとVMware 
VMの間で自由にイノベーションを実現できます



Veeam on IBM Cloud

VMware vSphereとMicrosoft Hyper-V環境のサポートと管理を提供し、 
クラウド環境での高可用性の実現を支援

⃝Veeam on IBM Cloud 1つ
で、バックアップとレプリケー
ションの2種類の方法でデータ
を保護
⃝仮想化環境に特化したエー
ジェントレスの仕組みにより、
システムへの影響は最小限
⃝ESXi 4.1以降に対応し、仮想
環境の規模に合わせて柔軟
な構成が可能
⃝Veeamサーバーに加え、バッ
クアップ用外部ストレージを
接続済みの状態で提供
⃝VMware Solutions VCS
オプションでは、Veeam 10を
Management Cluster上のVM
もしくはVSIとして配置可能

IBM Cloud for VMware Solutionsが数多く採用されている理由
失敗は避けたい。スモールスタートから始めたい
稼働中のシステム全てを一気にクラウドに移行させるのに慎重になるのは当然です。例えばオンプレミスのハードウェアの
更改タイミングに合わせ、少しずつクラウドに移行させるパターンが無理のないやり方だといえます。IBM Cloud for VMware 
Solutionsでは、そうした段階的な移行スケジュールに合わせて、きめ細かなサポートを提供します。したがってお客様はスモール
スタートが可能です。さまざまなサイズやスペックの物理サーバーを取り揃え、サーバー1台だけの環境から大規模システムに
至るまで、お客様は自社のニーズやシステムに合わせて多様な製品ラインアップから自由に選択できます。メモリーやCPU、
インスタンスといったリソースを細かな単位で設定できます。

データセンター間のデータ転送料は完全に無料
IBM Cloud for VMware Solutionsは世界中の30カ所以上のデータセンターで利用することができます。IBM Cloud内に
お客様の環境を構築すると、他のIBM Cloudデータセンターに無料でワークロードを移動したり、複製を作ることができます。
そのときのデータセンター間のプライベート・ネットワーク通信は課金されることがありません。例えば、実稼働環境とバック
アップ環境を別々のデータセンターに配置する場合、日次 /週次で生じる変更のためのデータ転送は完全に無料となり、お客様
はデータ転送費用を大幅に節約することができます。

「えっ、来週パッチがあたるのですか。それは困ります。」がありません
完全な管理者権限をお客様に提供します。オンプレミス環境と同様の管理者権限によって、クラウド上の環境も自社でシステム
運用を完全にコントロールできます。統合管理ツール「VMware vCenter Server」はIBM Cloudでもそのまま使用できます。
お客様が保有するVMwareライセンスを有効活用することも可能です。ネットワーク設定を再設計する必要がありません。
基幹システムの安定運用に欠かせないログ収集やモニタリング、セキュリティーの面でも安心できます。お客様はパッチや
更新プログラムをクラウド・ベンダーに強制的にインストールされることなく、自社の環境を管理できます。
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さらに詳しく  www.ibm.com/jp-ja/cloud/vmware

VMwareの場合、仮想マシンを既存環境からインポートし、クラウドのVMware環境へエクスポートする方法が一番シンプル
ですが、この方法では長時間のシステム停止が発生します。停止時間を極小化してシステムを移行する場合は、例えば一時
的にVMware NSXのL2延伸機能を利用し、レプリケーションやvMotionで移行する方法があります。気を付けたいのが、
移行ではシステム全体をネットワーク越しに移動させるため、当然ネットワーク帯域が必要になり、遅延も生じます。全て
を一気に移行すると負荷が高いため、システムを1つずつ移行することをお勧めします。

http://www.ibm.com/jp-ja/cloud/vmware


安全+高可用性+安価なIBM Cloud Object Storage
IBM Cloud Object Storage（ICOS）は、文章、写真、PDF、動画、バックアップなど、いかなるフォーマットでも格納できる非定型データ
用のストレージです。静的データの長期保管、メディア・オブジェクトの保管、メディアの配信などに利用されています。また、ICOSは、
OSのバックアップ、ファイル・バックアップや定期レプリケーションに実績のあるVeeamなどのソリューションと組み合わせてバック
アップ用ストレージとしても活用※されています。 ※P9参照

IBM Cloud Object Storage  主な特徴
高い回復性と可用性
⃝データは3カ所以上（国内のみ、国内および海外を選択可能）で 
自動的に分散保管
⃝99.9999999999999（15nine）%耐久性
⃝保管データは自動的に暗号化
⃝自動アーカイブ機能付き

コスト効率の高いストレージ
⃝1GB/月が数円からの安価な従量課金
⃝GBからEB（エクサバイト）超の拡張性
⃝最大25GB/月まで無料なライトプラン

多様な接続性
⃝Amazon S3互換APIで、資格情報およびエンドポイントを 
既存ツールの連携に利用可能
⃝プライベート・ネットワークからも、セキュアかつ無制限な帯域幅を利用可能
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静的データの長期保管、メディアの配信、バックアップ

IBM Cloud Object Storage
大量データの保管に最適なオブジェクト・ストレージ。IBM Cloud Object Storageは高速データ転送ができ、世界中の
データセンターから保管先を選択可能で、信頼性もコスト効率も高いソリューションです。Cleversafeのテクノロジーを
採用し、「Information Dispersal Algorithm（IDA：情報伝播アルゴリズム）」と呼ばれる技術によってデータを強固に守る
と同時に、冗長化によるストレージ容量の増大を抑え、グローバルで1つのストレージ・プールを提供します。既存のRAID
やレプリケーションのストレージ容量と比較するとデータを二重三重に保持する必要がないため、ストレージ容量を50％
以下に抑えることが可能です。



自動的にコストを最適化してくれる「Smart Tier（スマート・ティア）」
IBM Cloud Object Storage の新しいストレージ・クラスである「Smart Tier」は、データの利用状況に適応した最もシンプルな料金設
定を提供します。データ取り出し料金がかからず、最小オブジェクト・サイズ、最小のストレージ保管期間といった条件設定がありません。
Smart Tier は、毎月のアクセスを追跡し、 3 つの価格設定（Hot、Cool、Cold） から 1 カ月の使用量に応じた料金を算出します。
Smart Tierは、ストレージ・コストが毎月最低限になるよう、コストを自動的に最適化します。これは変更が頻繁に起こる、もしくは予測
不能なデータ・アクセス・パターンを持つワークロード、および時間の経過と共に変化するワークロードにとって有用です。
Smart Tier は現在、すべての IBM Cloud Object Storage リージョンで使用可能です。引き続き、クロス・リージョンおよび単一の
サイトでも利用可能となります。

Smart Tierによるコストシミュレーション
3カ月のうち、最初の月は大量のアクセスがあり、 2カ月目は穏やかになり、 3 カ月目はほとんどアクセスがないシナリオでのシミュレー
ションを例示します。Smart Tier は、月のアクティビティーに基づいて最適なカテゴリーであるHot、Cool、Coldのレートを自動的に
適用します。これによりお客様はコストを抑えることができます。
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さらに詳しく  www.ibm.com/jp-ja/cloud/object-storage

IBM Cloud Object Storage ４つのストレージ・クラス
⃝Smart Tier：コストを自動的に最適化  
毎月のアクセスを追跡し、ストレージ・コストが毎月最低限になるよう、自動的に最適化させる場合に使用
⃝Standard：高頻度のデータ・アクセス  
高いパフォーマンスと低遅延が必要となる、データに頻繁にアクセスする場合に使用
⃝Vault：中頻度のデータ・アクセス  
データ・アクセスの頻度は低いが、必要な場合には即時にリアルタイムのアクセスが要求される場合に使用
⃝Cold Vault：長期保存  
データが主にアーカイブされているが、必要な場合には即時にリアルタイムのアクセスが要求される場合に使用

http://www.ibm.com/jp-ja/cloud/object-storage


IBM Cloud for Financial Services 
金融業界特有のセキュリティーおよびコンプライアンス要件に対応した設計

高い安全性で企業利用に向くパブリッククラウド
機密性の高いデータを扱う重要基幹システムに対してデータ暗号化や高度なセキュリティー対応を実現します。

認定されたISVとSaaSソリューション・プロバイダーによるサービス提供
ポリシー・フレームワークによってコンプライアンス要件を満たしたISVとSaaSソリューション・プロバイダーがIBM Cloudプラット
フォームでサービスを提供します。これにより金融機関はパブリッククラウドを安心して活用することができます。

金融サービスに特化したポリシー・フレームワーク
金融業界の規制に準拠したポリシー・フレームワークに基づいて設計されており、求められるセキュリティーや規制要件とルールを満た
したベスト・プラクティスを適用します。
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世界初の金融サービス向けパブリッククラウド

IBM Cloud for Financial Services
IBMは、Bank of Americaと協業してパブリッククラウドのメリットである柔軟性をセキュアな環境で提供する金融サービス
向けパブリッククラウドを構築しています。これにより、金融機関や独立系ソフトウェア・ベンダー（ISV）、SaaSソリューション・
プロバイダーは、アプリケーションやワークロードを信頼できるクラウドで稼働させることが可能になります。IBM Cloud for 
Financial Servicesのアーキテクチャーは、セキュアで高性能なプラットフォームを提供するために、まず第一段階として
VMware vCenter Server のアーキテクチャーを一層強固なものとして提供を開始しました。今後Red Hat OpenShiftや
クラウドネイティブなサービスも含んだアーキテクチャーが展開されていく予定です。お客様は、従来型の仮想化ワーク
ロードとコンテナ化されたアプリケーションの両方を実行できます。すべての層のプラットフォームが IBM Cloud for 



暗号鍵管理：運用で保証する vs. 技術的に保証する
IBM Cloud for Financial Servicesは、IBM Zにも搭載される業界最先端の機密コンピューティング・セキュリティーを搭載しています。
IBM Hyper Protect Servicesを介して提供され、一般に商用利用可能な製品では最高レベルのセキュリティー認定を受けた「Keep 
Your Own Key」暗号化機能を備えるIBM Cloudは、業界で最も安全かつオープンなビジネス向けのパブリッククラウドです。

規制対象ワークロードへの対応
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さらに詳しく  www.ibm.com/jp-ja/cloud/financial-services

VMware Solutionsの自動化を使用してデプロイされるので、IBM Cloudのポータルからの注文であっても、コンプライ
アンスに準拠したセキュアなCloudインスタンスが一貫した方法で構築されます。

IBM Cloud for Financial Servicesは信頼性の高いコンピューティングの実現のため、他に類を見ないテクノロジーや
専門知識を採用しています。

⃝マイクロチップ・レベルでの監視とセキュリティー
⃝業界最高レベルの暗号認証
⃝堅牢なアイソレーション（分離）とデータ保護
⃝Hyper Protect Crypto Servicesによるデータ不変性
⃝リスク分析、セキュリティー・コンサルティング、IBM Promontoryが保有する金融業界の専門知識

http://www.ibm.com/jp-ja/cloud/financial-services


お客様のニーズに合わせたサービス

Dizzion Managed DaaS on IBM Cloud (Desktop as a Service)
Dizzion Managed DaaS on IBM Cloudは、企業がクラウド・デスクトップを利用して、俊敏にリモートワーク環境を構築することがで
きます。フルマネージド・クラウド・デスクトップ・オプションを選択すると、Dizzionがすべてを代行します。これには、デスクトップの構築、
基盤となるIBMクラウド・インフラストラクチャーの管理、および多数のサービスが含まれます。

VMware Horizon Enterprise on IBM Cloud (VMware Horizon 7 on IBM Cloud VCS)
VDI製品としてオンプレミス環境に広く採用されている VMware Horizon 7 を IBM Cloud にて提供します。オンプレミスと、クラウド
の双方で同一のアーキテクチャー、管理手法を維持したハイブリッド環境を構築することができます。例えば、オンプレミスの VMware 
Horizon と連携させてピーク時対応や災対リソースとしてハイブリッドな利用を実現することが可能です。

VMware Horizon Enterprise on IBM Cloud (VMware Horizon 7 on IBM Cloud VCS)
リファレンス・アーキテクチャーをもとにIBM Cloud VCSを利用し短期間で構築を行い、運用支援サービスも付帯します。DaaSと
同様のサービスでありながら、お客様の要件を取り込んだ環境構築が可能です。IBM Cloud IaaSをご利用のお客様は、その環境内に
構築することが可能です。お客様専有の環境となるのでWindows 10などの専有環境でなければ利用できない製品の利用が可能です。
ある程度の規模のVDI環境を比較的短期間で利用開始したい、DaaSと同様の運用支援サービスの提供を受けたい、ある程度のカス
タマイズをした本格的なVDI環境を利用したいお客様に、お勧めのソリューションです。

特徴
⃝お客様のIBM Cloud IaaS環境内に構築可能
⃝全てのIBM Cloud データセンターで利用可能
⃝データセンター間のネットワークは無料で利用可能
⃝仮想デスクトップ（VM）は任意のスペックを指定可能
⃝任意の二要素認証ソリューションと組み合わせ可能
⃝ハードウェア・レベルでお客様専有のVDI環境を提供
⃝App VolumesやInstant Cloneなど、Horizon 7の全ての機能を利用可能
⃝基盤部分はIBM Cloud VCSを、Horizon部分は  
リファレンス・アーキテクチャーをベースとし、短期間で環境を構築
⃝初期構築サービス・運用支援サービスを利用可能

利用ユーザー数（同時接続） 350~2,000　＊1,000ユーザー以上が推奨

環境規模（サーバー数） リファレンス・アーキテクチャー最小構成：IBM Cloudベアメタル・サーバー 7台 
 ＊管理クラスター3台、デスクトップ・クラスター4台

デスクトップ方式/OS環境 ユーザーごとに個別デスクトップのアサインが可能/Windows 10環境も使用可能

構築期間 2～３カ月
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どこからでも、いつも通り仕事ができる環境

Dizzion Managed DaaS on IBM Cloud 
VMware Horizon Enterprise on IBM Cloud
デスクトップ仮想化 (Virtual Desktop Infrastructure、以下VDI)は枯れた技術ですが、急にまとまったユーザーが利用
する必要が生じた場合、オンプレミスでのVDIでは追加のサーバーやストレージの手当てや設計の見直しなど、短期間での
対応は困難です。
ましてやVDIを未導入のお客様の場合は一から設計・構築・テストをしなければならず数カ月程度の時間が必要になります。
一時的にだけデスクトップ仮想化を設けたい、または一時的に大幅なリソースを確保し事態が収束したら縮小したいといった
ニーズの場合、オンプレミスに設備を用意することは工数面、コスト面で理想的とは言えません。このようなニーズに対応



Dizzion Managed DaaS on IBM Cloud
2011年より米国で DaaSを提供している Dizzion社が、IBM CloudからマネージドのDaaSを提供します。DizzionはGartner、
ForresterにトップDaaSプロバイダーと評価されています。エンドツーエンドのクラウド・デスクトップ管理およびサポートや、Office
ライセンスをバンドルするオプションなどを提供します。すべての管理を外部に任せたいお客様や組織に最適です。

⃝Dizzionの業界をリードするクラウド・デスクトップは、お客様が定義したユーザー・タイプに一致するゴールデン・イメージとして構築されていますので、
必要な数をお選びください

⃝Dizzionチームが、デスクトップだけではなく、基盤であるIBM Cloud環境も管理します
⃝HIPAA、PCI-DSS Level 1、SOC 2 Type II、GDPRに準拠した、世界43カ所のIBM Cloudデータセンターからデプロイ

Dizzionについて　　Dizzion, Inc.は、世界のリモート・ワーカーに高いパフォーマンスのManaged Desktop as a Service（DaaS）を提供しているリーディング・
プロバイダーです。2011年の創立以来、Dizzionの実証されたエンド・ユーザー・クラウド・プラットフォームは、在宅勤務の効果を最大限に高めると同時に、
HIPAA、PCI-DSS、およびSOC 2 Type IIコンプライアンスに確実に対応することで、ビジネス・プロセス・アウトソーサー（BPO）、エンタープライズ・コンタクト・
センター、ヘルスケア、金融サービス、および保険会社を保護します。お客様は、グローバルなIBM Cloudのデリバリー、シームレスなハイブリッドIT統合、zLink
のセキュアなエンドポイント、およびCOSMOSオーケストレーションとアナリティクスを活用して、デジタル・トランスフォーメーションを促進することができます。
詳しくは、dizzion.comをご覧ください。

ハードウェアとデータセンター
⃝ネットワーク
⃝サーバー
⃝ストレージ

ソフトウェア・ライセンス
⃝COSMOS オーケストレーション・ソフトウェア
⃝サーバー仮想化ソフトウェア（vSphere)
⃝仮想ファイアウォール・ソフトウェア（NSX-v/T)
⃝Microsoft SQL DB
⃝Windows 10 OS
⃝Horizon
⃝アンチマルウェア・ソフトウェア
⃝データ保護ソフトウェア
⃝リモート・モニタリングおよび管理（RMM） 
ツール
⃝モニタリングとレポート作成

ネットワーク接続
⃝IPトランジットの帯域幅

保守
⃝ネットワーク
⃝サーバー
⃝ストレージ
⃝ハイパーバイザー
⃝Horizon サーバーのOSパッチ適用
⃝Windows デスクトップのOSパッチ適用
⃝バックアップ
⃝ハードウェア  
（リフレッシュ、故障修理、MACなど)
⃝デスクトップ・インフラストラクチャーの 
トラブルシューティング
⃝メジャー・バージョンのアップグレード
⃝高可用性サービスのSLA99.99%
⃝標準サービスのSLA99.9%

運用とサポート
⃝実装および統合サポート 
（ADトラスト、ファイアウォール、およびネット
ワーキング［VPN、SD-WAN、MPLSなど］)
⃝24x7x365のテクニカル・サポート 
⃝モニタリングおよびキャパシティー管理
⃝デスクトップ・プールのセットアップと管理
⃝ゴールデン・イメージのセットアップと管理 
（再構成、リバランス、および最適化 )
⃝アプリケーション・ストリーミングの 
セットアップと管理
⃝ユースケース・セッションのチューニング
⃝デスクトップのテストとチューニング
⃝コンソール、C3ポータル、 
およびInsights & Analyticsの表示 
（ユーザー・エクスペリエンスのレポート作成 )
⃝コンピューターのグループ・ポリシー・ 
オブジェクト（GPO）の定義とサポート
⃝ビジネス・レビュー

アドオン
⃝Officeライセンス
⃝ファイル・クラウド、コンテンツ・フィルタリング、MFA、およびIDM
⃝コンプライアンス・サービス（PCI、HIPAA、および SOC)
⃝マネージド・エンドポイント

⃝VPN およびVeloCloud SD-WANのサポート
⃝NVIDIA GPUのサポート
⃝ユーザーのグループ・ポリシー・オブジェクト（GPO）の定義とサポート
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新型コロナ禍に対応した大規模リモート開発環境構築事例  ibm.biz/vmhorizon

できるのが、クラウドベースで提供されるVDIで、IBMではお客様のニーズや環境に合わせた選択肢をご用意しています。

今、多くの企業がリモートワークの導入を急務としています。リモートワーク環境の整備にあたり、代表的な要件・懸念は何
でしょうか。リモートワーク導入の検討において、代表的な懸念点や要件として4つのポイントをあげました。

⃝一刻も早くリモートワーク環境を導入したいというタイムラインの問題
⃝リモートワークにおける情報漏洩に対するセキュリティー対策
⃝自社の固有アプリケーションがリモートワーク利用できないと業務を継続することができない
⃝新たなリモートワーク用のシステム導入でシステム構築や運用の負荷も新たに増えてしまう

これらの問題に対処するため、IBMでは複数の選択肢をお客様にご提供しています。

https://www.dizzion.com/
https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/cloudvision22-cio/


IBM Power SystemsとAIX、IBM i、Linuxの機能を仮想サーバー単位で提供 
検証環境、災害対策環境など、資源を必要時に拡張利用、クラウド上の新規サービスとの連携などに最適
インフラストラクチャー層は同一であるため、現在オンプレミスのAIX、IBM i、およびLinuxのシステムを実行するシステム管理者は、
Power Systems Virtual Serverで同じツール、ワークフロー、および機能拡張を使用できます。

提供されるPower Systems環境 2020年10月1日現在
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IBM AIXとIBM iのワークロードをクラウドで実行

効率の高いIBM Power Systems Virtual Server
IBM Power Systems Virtual Serverは、IBM Power SystemsによるInfrastructure as a Service（IaaS）です。オンプレ
ミスのインフラストラクチャー、IBM Power Systemsをお使いのお客様が、迅速かつ経済的にPower Systemsのリソース
をクラウド上に拡張できるようになりました。
数分以内にオンデマンドでPowerインフラストラクチャーのキャパシティーを準備できます。
IBM Power Systems Virtual Serverサービスを使用すると、AIX、IBM i、またはLinuxいずれかのオペレーティング・シス
テムを実行する1台以上の仮想サーバーをパブリッククラウドに迅速に作成してデプロイすることができます。これらは
すべて従量制の課金方式を取っているため、スケール・アップとスケール・アウトを簡単に行うことができます。オンプレミス
とオフプレミスで柔軟な管理を行うことで、ビジネスの競争力と俊敏性を維持できます。



ハイブリッドクラウド化へのスムーズな展開と投資最適化ソリューション
オンプレミスのPower Systemsの更改と同時にAIXとIBM iをPower Systems Virtual Serverで同じワークロード、同じ操作で
柔軟にご活用いただけます。

IBM Cloudでも高可用性を実現 : オンプレミスと同様にサーバー冗長化
Power Systems Virtual Serverインスタンスでは、ハードウェア障害が生じると、別のホスト・システム上にある仮想サーバーを再始動
します。このプロセスによって、Power Systems Virtual Serverサービスの基本的な高可用性（HA）機能が提供されます。
より高度なHAソリューションまたは災害復旧（DR）ソリューションを適用することもできます。

▲ Power Systems Virtual Serverではハードウェア障害時には別のホスト上で再始動するRemote Restart機能を採用しています。

▲ より高度なHAソリューションとして、PowerHA SystemMirror for AIX Standard EditionやSWレプリケーション（IBM i）を利用
することが可能です。

▲ PowerHA SystemMirror for AIX Standard Edition
⃝Power SystemsベースのAIX用の高可用性クラスターソリューション
⃝Entitled System Supportのサイトからダウンロードし、利用するPower Systems Virtual Serverにインストール
⃝2台以上のインスタンスを同時にオーダーし、Colocation Rulesを「Different Server」に設定
⃝ストレージ作成時に「Shareable」をOnに設定
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さらに詳しく  www.ibm.com/jp-ja/cloud/power-virtual-server

ワークロード・ベースのカスタマイズの例

小規模ワークロードに最適な、 AIXによる
開発用またはクラウドを試すための  
スターター向けLPAR

⃝開始料金：USD 234/月
⃝1コア、S922共有プロセッサー
⃝8GB RAM
⃝250GB（Tier3/HDD）
⃝AIX OS

CPWの要件が1 P9コア未満の  
IBM iワークロードに最適  

⃝開始料金：USD 886/月
⃝5コア、S922共有プロセッサー・コア
⃝8GB RAM
⃝500GB（Tier3/HDD）
⃝IBM i OS

ソフトウェアのライセンス条件により 
専用のプロセッサー・コアが必要となる 
AIXワークロードに最適

⃝開始料金：USD 20,466/月
⃝2コア、S922専用プロセッサー・コア
⃝48GB RAM
⃝750GB（Tier1/SSD）
⃝AIX OS

http://www.ibm.com/jp-ja/cloud/power-virtual-server


IBM Power Systems Virtual Server のユースケース

最新バージョン化の検証環境
既存のアプリケーションを最新バージョンにマイグレーション
する際に検証環境を準備する時間と手間を省力化

⃝判断材料となる主要機能だけ検証したい
⃝今すぐに検証したい
⃝検証期間は数週間～数カ月
⃝古いバージョンを塩漬けで使っている 

クラウド連携
クラウドネイティブ・アプリケーションと基幹システム上のデータを
連携させIBM Watsonなどを活用してアプリケーションを革新化

⃝基幹データの一部だけをクラウド・アプリケーションで使いたい
⃝プライベートクラウド側のデータへ直接アクセスせずにデータ活用を
図りたい
⃝クラウドネイティブ・アプリケーションで更新されたデータを  
プライベートクラウド側に連携したい

新規の災害対策環境
万が一に備え、災害対策環境を構築し、かつ低いランニング
コストで災害対策環境を実現

⃝災害対策環境を持つにはコストがかかる
⃝被災後すぐに稼働しなくてもいい
⃝データは遠隔地保管したい
⃝いずれは本番環境もパブリッククラウドにしたいけれど、  
いきなり本番環境をパブリッククラウドに移行するのは不安

複数のバージョンの検証環境
社内リソースの調達に時間をかけることなく、短時間で準備。 
さらに、必要な利用期間だけ契約。

⃝アプリケーションの複数バージョンを素早く検証したい
⃝すぐに使いたい、でもすぐに削除しても良い
⃝今時のアジャイルなアプリケーション開発に対応するインフラが欲しい
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IBM Power Systems Virtual Serverで解決できる問題
⃝データの複製  

IBM Power Systems Virtual Server上でDisaster-Recovery-as-a-Serviceサイトの安全性を高めることができます。オフサ
イトの可用性の高いリソースを活用することで、基幹業務アプリケーション、Systems of Record（定型業務処理システム）、IBM 
Db2トランザクション、ERP/CRMプランのレジリエンシーを維持できます。
⃝開発とテスト  
従量課金制によりコストを削減することで、常に使用するわけではない開発環境とテスト環境のニーズに対応できます。多額の予算
承認を必要とせずにプロジェクトを開始し、同時に複数のテストを実施し、必要に応じてスケール・アップとスケール・ダウンを実施
できます。
⃝リソースの拡張  
必要に応じて、オンプレミス・インフラストラクチャーのキャパシティーを増やすことができます。仮想サーバーのリソースと従量課金
制を活用することで、ピーク時の処理パフォーマンスを達成しながら運用コストを削減できます。



既存のIBM Power Systemsの環境をIBM Power Systems Virtual Serverへ移行する方法

ハイブリッドクラウドの実現
セキュリティー・信頼性に実績のある既存プライベート環境と、
スピード重視のクラウド環境の共存

⃝次期インフラアーキテクチャーにクラウドのエッセンスを取り込みたい
⃝アプリケーションのモダナイゼーションの方針として 
クラウドに移行させたアプリケーションをコンテナ化
⃝重要なデータ、基幹の重要業務ロジックは既存のシステムに残し、

APIで呼び出し利用

ITガバナンス強化
日本のIT部門によりIBM Cloudで契約一本化、統一管理

⃝ITガバナンスを強化したい（コスト、テクノロジー他）
⃝海外現地法人のIT資産をクラウド化
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⃝お客様サポート  
本番環境と並行して非本番環境のタスクを実行できます。オンラインで常に提供されるステージング用のLPARを活用することで、
トラブルシューティングとデータの複製を行い、問題解決を迅速化できます。
⃝Platform-as-a-Service  
クラウドネイティブ・サービスやアーキテクチャー・パターンと連携することで、Webアプリケーション、DevOps、Db2ワークロード
などのビジネス・モデルを変革できます。モダナイゼーションを通じ、モビリティーを促進できます。
⃝AIへのアクセス  

IBM Power SystemsのワークロードをIBM Watsonと連携できます。リアルタイムのトレンドに基づいて意思決定を改善できます。
迅速かつ安全に真のコグニティブ・アプリケーションを構築できます。



SAP HANAおよびSAP NetWeaver向けSAP認定サーバーを提供
物理サーバー、VMware製品によるプライベートクラウド環境、VPC Gen2、Power Systems Virtual Serverなどの複数のラインアップ
にてSAP認定サーバーを提供。大規模から小規模環境まで、さまざまな既存SAP環境に対応し、時間とコストを抑えてクラウド上に
移行することが可能です。

SAP認定 IBM CloudベアメタルとSAP認定IBM Cloud for VMware Solutionsには豊富なラインアップと多くの実績があります。
各モデルのSAP Application Performance Standard（SAPS）の値は、下記リンクからご確認いただけます。 
 SAP認定IBM Cloudについて  ibm.biz/sapcertified1　SAPS  ibm.biz/sapcertified2

SAP Basisレベルまでをマネージド・サービスで提供
IBM Services for Managed SAP Applications（IC4SAP）では、SAP Basisレベルまでを含む広範囲かつ高水準のSLAでマネージド・
サービスとしてご提供します。
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SAPワークロードをクラウドへ

SAP認定IBM Cloudと 
IBM Services for Managed SAP Applications
IBM Cloud が提供するサービスには、ベアメタル、VMware、仮想プライベートクラウド（VPC）、IBM Power Systems 
Virtual Server 製品など、お客様のワークロード要件に合わせたSAP認定インフラストラクチャーが含まれています。IBM 
Cloudは、SAP S/4HANAを導入するための柔軟性、セキュリティー、パフォーマンスを備えており、エンタープライズ規模の
SAPワークロードをサポートするIaaS、PaaS、SaaSソリューションのフル・ポートフォリオを提供しています。さらに、IBM 
Servicesまたは当社のパートナー・エコシステムが提供する実績あるサービスにより、計画から移行、変換、最適化までの
プロセスを簡素化することができます。



IBM Cloud Virtual Private Cloud（VPC）
IBM Cloud Virtual Private Cloud は、既存のアプリケーションやツールセットとの統合を容易にする新しいRESTベースのAPI、複数
の接続オプション、およびすべてのコアとなるIBM Cloudプラットフォーム機能との完全な統合を特徴としています。 2020年9月1日現在

VPC Gen2　IBMがゼロから設計・構築した「次世代（Gen2）クラウド・インフラストラクチャー」
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プライベートクラウドのセキュリティーとパブリッククラウドの可用性、拡張性を実現

Virtual Private Cloud（VPC） 

IBM Cloud Virtual Private Cloud（VPC）を使用すると、IBM Cloud内にお客様独自のスペースを作成できます。仮想プラ
イベートクラウド（VPC）は、プライベートクラウドのセキュリティーとIBMのパブリッククラウドの可用性およびスケーラビ
リティーを兼ね備えた、セキュアで分離された仮想ネットワークです。IBM Cloud Virtual Private Cloudでは、UI、CLI、
およびAPIを使用して、ネットワーク性能の高い第2世代の仮想サーバー・インスタンスを素早くプロビジョンできます。
VPCインフラストラクチャーには、Virtual Servers for VPCなど、いくつかのInfrastructure as a Service（IaaS）オファ
リングが含まれています。



アット東京のお客様コロケーションエリアから、構内接続とDirect LinkでIBM Cloudへ直結
コロケーションエリアに移設された、お客様所有のハードウェア、
例えば、Oracle Exadata Database Machineなどの機能を用いた
効率的な運用が継続可能です。ほぼ遅延のないネットワーク接続と、
エンドツーエンド で完全なプライベートセキュリティーの両立が
可能です。

IBM Cloud のコロケーションサービスの特長
⃝クラウド化が難しい専用ストレージやセキュリティー物理アプライアンス
などとのハイブリッド構成が実現可能
⃝IBM Cloud の Direct Link を経由した同一拠点間通信であれば、どれだけ
通信が発生しても inbound / outbound 課金は発生しません。

データベースコロケーションサービスfor  
IBM Cloud Direct Link の特長
1.IBM Cloudとオンプレミス同等品質のネットワーク接続環境構築が可能

IBM Cloud の閉域接続サービスであるIBM Cloud Direct Linkのクロス・コネクト・ルーター（XCR）はアット東京データセンター内に設置されています。
これにより、同一ロケーション内に設置されているお客様のオンプレミス機器、ネットワーク機器、データベース機器と遅延なくデータセンター構内
接続でハイブリッド構成を実現できます。

2.世界でもトップクラスの設備、セキュリティー面も強固な信頼性
データベースコロケーションサービスfor IBM Cloud Direct Linkは、アット東京中央センター（CC1）および中央第2センター（CC2）で提供します。
当該センターは、最上位の変電所からの直接引き込みによる2系統受電に加え、火力発電所系列の別変電所からの受電環境も実現している、基幹系を
はじめとしたミッションクリティカルなシステムを設置するのに最適な堅牢性と信頼性を兼ね備えたデータセンターです。

3.データの移行やコロケーションスペースの機器運用もワンストップで提供
このサービスでは、専用架台や電源に加え、IBM Cloudとの接続環境をパッケージで提供します。また、お客様の要件により、運用代行サービスや
環境管理システム@EYE®※に対応します。
また、データベース環境の新規構築、移行に関してはOracle社データベースにおいて多くの販売実績ならびに日本国内の多くの顧客企業の課題解決
に貢献されている株式会社アシストと協業し、サービス提供します。

※@EYE®はインターネットを介してお客様のオフィスからセンター内の状況を監視できるシステム。

パッケージメニュー

  想定ラック数 システム規模 サービス スペース 提供電力 電源 クラウド接続

 TYPE1 1 1/8～1/4 ラック 1ラック ～実効5kVA 6回路 2回路 
    コロケーション 

 TYPE2 1 1/2～1/1 ケージング 20m2 ～実効20kVA 6回路 2回路     コロケーション 

 TYPE3 2 ー ケージング 30m2 ～実効30kVA 12回路 2回路     コロケーション 
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アット東京が提供するハイブリッドクラウド・ソリューション

データベースコロケーションサービス  
for IBM Cloud Direct Link
データベース・アプライアンスや大規模なデータベース・システムのクラウドへのマイグレーションが困難なケースは多々あり
ます。そのため、オンプレミスとクラウドのハイブリッド構成へのニーズが増加しています。基幹システムにおけるデータベース
へのアクセスには、低遅延のネットワーク接続が求められるケースが多く、またデータベース上のデータはお客様にとって
貴重であるため、設置する場所のセキュリティーや高信頼性の要件が重要なポイントとなります。
株式会社アット東京（以下、アット東京）は、これらの課題解決のために、クラウドと親和性の高いハイブリッド接続が可能な
コロケーションスペースを提供。さらに同社データセンターと同一ロケーションにあり、低遅延かつセキュアな接続が可能な



データベースコロケーションサービス for IBM Cloud Direct Linkによる 
ハイブリッドクラウドの実現

1. 巨大なSoRシステムのクラウド・マイグレーションに 
取り組む企業が直面する障壁を取り除く
⃝パフォーマンス要件やライセンス・ポリシーの問題があり、  
クラウドへのマイグレーションができない
⃝アット東京施設内にコロケーションし、Direct LinkによりIBM Cloudと接続

2. パフォーマンスと高可用性構成、 
データ通信によるクラウド費用の予測可能性を両立させる 
企業IT戦略の計画に適した構成が可能
⃝世界中のIBM Cloudデータセンターを結ぶ  
プライベートネットワーク通信が無料
⃝東京リージョンの３つのデータセンター間で通信費用は無料

3. IBM Cloudにマイグレートしたシステムを 
少しずつモダナイズする
⃝IBM Cloud Paks を軸としたマルチクラウド構成
⃝東京リージョンの３つのデータセンターでマルチクラスター構成

AT TOKYO Business eXchange、「ATBeX（アットベックス）」
クラウド・サービス、通信サービス、IXサービス、IoTサービスなど、各種サービスへの効率的な接続を実現し、データセンター内の相互
接続が可能なプラットフォームとして、お客様のビジネスの拡大をサポートします。 詳しくは ibm.biz/ATBeXDoc
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IBM Cloudとの連携を容易に実現できる、「データベースコロケーションサービス for IBM Cloud Direct Link」を提供
します。またアット東京は、クラウド・サービス、通信サービス、IXサービス、IoTサービスなど、各種サービスへの効率的な
接続を実現し、データセンター内の相互接続が可能なプラットフォームとして、お客様のビジネスの拡大をサポートする
AT TOKYO Business eXchange、「ATBeX（アットベックス）」を提供します。

お問い合わせ

☎03-6372-3500 
Email：at-sales@attokyo.co.jp

mailto:at-sales@attokyo.co.jp


IBM Cloudに関するお問い合わせは、 
以下までご連絡ください。

IBMアクセスセンター

Tel 0120-550-210
受付時間 9:00～17:00（土、日、祝日を除く）

Eメール CLOUDEDM@jp.ibm.com 

IBM Cloudについて調べる
IBM Cloud ウェブサイト　

ibm.com/jp-ja/cloud

IBM Cloudを無料で試す
IBM Cloud アカウント登録　

cloud.ibm.com/registration
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